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今の自分を磨く！

校長 畠山 博次

早いもので１学期が終わりました。増幌小中学校の児童生徒全員が運動会、交通安全

教室、避難訓練などの行事、そして毎日の授業に一生懸命取り組んだ１学期でした。一

人一人の心と体が着実に成長していることを大変うれしく思います。

さて、自分が子どもだった時代と比べると、社会は大きく変わりました。では、今の

子どもたちが生きる未来の社会は、いったいどうなるのでしょうか。

AI（人工知能）やロボットの技術によって様々な可能性が広がり、新たな価値が生み

出される社会になるだろうと言われていますが、具体的な姿を予測することはできませ

ん。しかし、当たり前ですが、未来は現在の延長線上にあります。したがって、必ずや

ってくる未来に備えて今をどのように生きるかを考える必要があります。実際に、プロ

グラマー、美容師、介護福祉士、教師、会社員、Jリーガー、プロ野球選手などを将来の

目標として頑張っている子どもたちが日本全国にいます。

しかし、夢や希望を必ずもっていないといけないのかというと、決してそうではあり

ません。毎年実施されている全国学力・学習状況調査では、全国の約３０％の中学生が

夢や目標をもてずにいることが明らかになっています。将来の具体的な目標をまだもっ

ていない子どもが圧倒的に多いのが現実です。幼い頃は「花屋さんになりたい」など憧

れから夢を抱きがちですが、成長して自分や社会の状況が分かってくると、単なる憧れ

だけで将来を考えることができなくなるのは当然です。

このような状況を踏まえると、子どもたちが最も大切にすべきことは「今できること

をしっかり行うこと」ではないでしょうか。特に、日常生活の中で感じたり、考えたり、

経験したりして多くの知識・技能を身に付けることが重要です。そのためには、授業、

家庭学習はもとより、テレビ、新聞、読書、家の手伝い、友達との会話なども大切にし

てほしいと思います。それらを通して得た知識・技能は、やがて知恵となって必ず将来

に役立つはずです。

予測困難な未来に向けて、子どもたち一人一人が知恵となり得る「生きて働く知識・

技能」を身に付け、「今の自分を磨く」ことを期待しています。
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6 土 学校閉庁日（～１４日（日））

１７ 水 ２学期始業式

１８ 木 委員会活動 ２計測

２２ 月 職員会議

２３ 火 天体観望会 水泳授業

２４ 水 稚教研一斉部会

２５ 木 中２年学習会 縦清掃

２６ 金 中２文協テスト

３０ 火 中：修学旅行（～９/2（金））

9/1 木 平和の日記念式典

２ 金 小：稚内養護学校との交流

８ 木 小：修学旅行（～９日）

９ 金 PTA３役会

１３ 火 中３学習会

１４ 水 中３文協テスト PTA役員会

７月９日（土）、１０日（日）の２日間、管内中体連バドミントン大会が行われました。「応援

は中３選手１人につき保護者１名」という条件で行われた今大会。それでも、管内の選手が集ま

って参加できる大会になりました（感染予防のために神経を注いで準備してくださった大会関係

者には本当に感謝しています）。大会結果ですが、４人ともシングルスに出場。全道大会への出場

はなりませんでしたが、今までで最高のプレーをすることができました。

１２日（火）に行われた報告会の中で校長先生は「みなさん、全力で闘いました。この大会で

学んだことをこれからの生活に生かしてください」と激励のエールを送られました。約２年半、

頑張り続けた中３年は進路実現に向けて、中２年は来年の全道大会出場を目指してこれからもそ

れぞれ頑張ってほしいと思います。

毎年、６月上旬に行われていた「資源物回収」ですが、学校活動日に資源物を持参していただ

ける方に限り、学校で預かることになりました。詳しくは別紙のチラシをお読みください。

※こちらから受け取りに伺うことは控えさせていただきます。ご了承ください。


